セイサン システム ノ チシキ ソウシツ ト ギノウ ノ ケイショウ ギノウ ノ シャカイテキ コウセイ ノ シテン カラ by 竹岡, 志朗
 氏     名   竹岡 志朗 
学 位 の 種 類   博士（ 経営学 ） 
学 位 記 番 号   第 5862号 
学位授与年月日   平成 25年 3月 21日 
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項該当者 
学 位 論 文 名   生産システムの知識喪失と技能の継承 
―技能の社会的構成の視点から― 
 
論文審査委員   主 査 教 授 太田 雅晴     副 査 教 授 田口 直樹 
          副 査 准教授 川村 尚也 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
2000 年以降、日本では技術と技能に関する議論が盛んに交わされている。本研究の端緒は、自動
車製造業の生産ラインで起きた技能と技術に関わる次のような問題である。 
自動車を製造する生産現場で、突然生産ラインが動かなくなったことがあった。プレイバック式の
溶接機が止まったことが原因である。すぐにティーチングを行ったがうまくいかず、退職した元工員
に来てもらい、ティーチングをしてもらった結果、生産ラインを復旧させることができた。 
なぜこのような問題が生じたのか。この問題が起こる過程を明らかにすることから本研究は始まっ
た。しかし、生産ラインで起きた上記の問題の過程と原因を明らかにするだけでは経営学的研究とし
ては十分ではない。この問題を起こさない、あるいは起きても即座に克服することのできる組織を構
築する方法をインプリケーションとして引き出せていなければならない。 
そこで、本研究では、2つのテーマを扱った。第一は生産ラインで上記のような問題が起こった原
因を明らかにすること、第二には、問題を起こさないようにするための仕組みとしての技能継承の考
察である。 
 これら 2 つのテーマは、ともに調査の手掛かりとなる先行研究の領域は広く、歴史も長い。第 1
のテーマは、新技術が技能と組織に及ぼす影響が主題となるため、新技術と技能や組織に関する研究
が手掛かりとなる。第 2 のテーマは生産ラインにおける技能の継承を扱うため、生産ラインにおけ
る技能を扱った生産システム論、組織における技能継承を組織の仕組みとして考える人的資源管理論、
組織の中での技能継承に注目することから組織学習論、そして技能の習得を個人に還元するのではな
く、組織の変化の中で論じている状況論的アプローチが手掛かりとなる。 
 このように第 1 のテーマと第 2 のテーマはインプリケーションを引き出すという意味では 1 つの
研究であるが、その準拠している研究領域は異なっている。そこで本論文は 2 部構成をとることと
した。 
 第 1 のテーマとしては、新技術が導入されると、それまで必要とされていた技能は表向きには不
要となるのだが、新技術に埋め込まれる形で機能し続ける技能も存在する。これを本論文では技能の
後景化と呼んでいる。後景化した技能は、表向きには使用されない技能であるため、継承されず、昔
からいる熟練技能者だけが保有することになる。つまり、技能の世代間ギャップが生まれる。熟練技
能者が生産ラインから退いたのちに、何らかの事情で生産ラインから後景化した技能が失われたとき、
生産ラインは停止することになる。本論文では、これを生産システムの知識喪失と呼んでいる。 
 第 2のテーマとしては、まず技能が社会的に構成されているものであることを確認した。つまり、
学習される内容は組織が選択した結果であり、学習者には学習のカリキュラムとして現前すること、
また必要とされる技能も組織内の要因だけではなく、社会的要求、時代や地域などの社会的要因によ
って変化するものであることを確認した。次に、企業が仕組みとしての技能継承を考える際に可能な
6つの方法を確認した。つまり、環境に適合した実践の中での学習、環境には適合していない実践の
中での学習、実践の中での学習、実践とは異なる活動の中での学習、決められたカリキュラムの中で
の学習、組織内のカリキュラムにはない学習である。これらの特徴を明らかにすることで、仕組みと
しての技能継承を構築する際の指針を考察した。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、新技術の導入が生産組織に与える影響に関する研究であり、とりわけ日本の自
動車製造業の生産組織において、ロボット導入等の機械化・自動化の進展によって組織から
知識が失われる「知識喪失」の過程とその要因、および知識喪失を防止・克服する技能継承の
方法を、詳細な事例調査に基づいて実証的に考察している。 
本論文は、研究の背景を述べた１章に続く章は、2部構成である。 
第 1部では、自動溶接機械という新たな生産技術の導入による、生産組織の知識喪失過程
を検討している。第 2章では研究目的を提示し、第 3章では技術と技能、および新技術が技能
に及ぼす影響に関する先行研究をレビューしている。第 4章では第 1部の分析視角、第 5章
では調査方法を検討し、第 6章では主にインタビュー調査に基づいて、日本の自動車製造業
の生産組織における知識喪失過程とその要因を、詳細に明らかにしている。第 7章では前章
の事例分析をもとに、知識喪失過程のモデル化を行っている。 
第 2 部では、生産組織における知識喪失を防止・克服する技能継承の方法を検討している。
第 8章では研究目的を提示し、第 9章では生産現場に位置づけられた技能という観点から、生
産システム論と戦略的人的資源管理論の先行研究をレビューしている。第 10章では生産組織
の学習という観点から、組織学習論と認知心理学の先行研究をレビューしている。第 11章では
第 2部の分析視角を構築し、調査方法を検討している。第 12章では、第 1部の事例分析と同
一の自動車製造業へのインタビュー調査に基づいて、知識喪失を経験した生産組織が、6年
間にその生産システムと技能をどのように変化させたかを詳細に明らかにしている。第 13章で
は前章の事例分析をもとに、組織内学習の可視化を可能にするモデルを構築し、自動化ライ
ンと手作りラインの並置、企業内学校の設立、部品メーカーとの人材交流等の技能継承の方法
を検討した上で、今後の研究課題を考察している。 
本論文は特徴として、未だ十分な実証研究が行われていない、機械化・自動化が進む現代
の生産組織における知識喪失という、ユニークかつ理論的・実践的に重要な現象に着目し、認
知心理学を中心に多領域にわたる文献レビューから独自の分析視角を構築して、長期にわた
る綿密な事例調査によって、生産組織における知識喪失過程を詳細に分析すると共に、知識
喪失を防止・克服する技能継承の方法を検討している、先駆的・独創的な優れた論考である。 
課題として、近年の欧米における科学技術研究の主流である状況論的アプローチを採用し、
単一事例分析から高い一般化可能性を持つ概念モデルを構築しているが、個別製造業の戦
略や組織、国の産業政策のあり方等に関する本論文の実践的・政策的意義について、更なる
議論が可能であろう。また、生産組織の知識喪失という現象について、科学技術研究の最新動
向からは、本論文のモデル化とは異なる、多様なモデル化の可能性も考えられるが、これらは
本論文の本質的価値を損なうものではなく、今後の研究の発展を予期させるものといえる。 
以上のことから、審査委員会は一致して、本論文を博士（経営学）の学位を授与するに値する
ものと判断した。 
